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ＰＳＳ、自動核酸抽出装置の製造・販売の差止を求める仮処分を申請 

 

プレシジョン・システム・サイエンス株式会社（ＰＳＳ）は、韓国の BIONEER Corporation（以下、BIONEER 社） が、

同社がＰＳＳの特許技術を搭載した自動核酸抽出装置を、ＰＳＳに無断で製造･販売することによって、ＰＳＳが保有

する特許が侵害されているとして、下記のとおり、侵害品の製造･販売の差止めを求める仮処分を平成 22 年７月

22 日、韓国大田地方裁判所に申請いたしました。 追って同差止めおよび損害賠償を求め、本訴を提起する予

定です。 

ＰＳＳは、事前調査の上、平成 22 年 3 月から BIONEER 社との間で円満解決のため、製造業者、販売実績等の

開示を求めてきました。 しかしながら、期限となる平成 22 年 6 月末までに、BIONEER 社側から回答が得られな

かったため、ＰＳＳの知的財産保全の観点から今回の法的措置に至ったものです。 

 

記 

【訴訟の概要】 

1. 被告  BIONEER Corporation 

本   社： 49-3, Munpyeong-dong, Daedeok-gu, Daejeon, Republic of Korea 

代表理事： Han-Oh Park, PhD. 
 

2. 対象製品  ExiPrep16 
 

3. 請求内容   

（１） 対象製品の製造・販売差止の仮処分申請：  

対象特許番号 発明の名称 

韓国特許 148239 号 分注機を利用した磁性体の脱着制御方法及びそ

の方法によって処理を行う装置 

  

（２） 特許侵害訴訟：対象製品の製造・販売の差止及び損害賠償請求の本案訴訟： 

対象特許番号 発明の名称 

韓国特許 148239 号 分注機を利用した磁性体の脱着制御方法及びそ

の方法によって処理を行う装置 

 

4. 裁判所  韓国大田地方裁判所 

以 上  


